


設置前に
スピーカーコードを
敷設する。

設置前にACコードを
設置場所まで敷設する。

スピーカーの設置方法 （2/2） トランスミッターの設置方法設置の前に 設置場所

工事専門業者の方へ

●設置する場所（天井や壁など）に支柱、配線、または配管が
ないか確認してください。
●ハリ、照明、ドア、または窓などが障害にならないか確認して
ください。（製品高さ：95mm、製品最大外径：185mm）
●取り付け前に天井や壁などを調べ、スピーカーシステムの質
量に十分耐える取り付け強度があることを確認してください。

●本製品は天井や壁などの板厚5㎜～40㎜に対応しています。
天井や壁などの板厚がこの範囲にあることを確認してください。

●スピーカーを取り付ける前に、あらかじめスピーカーコードを
設置場所まで敷設しておいてください。

●本製品は防水仕様ではありませんので、浴室等多湿・水の
かかる場所への設置は絶対にお止め下さい。
●キッチン、ダイニング等においては、直接油・湯気のかからな
い場所への設置をお願いします。油の付着・結露により故
障の原因となる場合があります。

●テンプレートの内側を切れ目に合わせて切り離します。
　（外側を使用します）

設置する前に下記のことを確認してください。

スピーカーの設置方法 （1/2）

①設置場所が決まったら、付属のテンプレートを準備する

●スピーカーコードには
　推奨電線（VFF（SP）0.5sq）を使用してください。
　剥きシロは本体スピーカー(制御側)が8mm、専用スピーカー側が
11mmです。
●ネジを外してカバーを取り外します。
●本体スピーカー(制御側)の端子台の（OUTPUT2＋）と、専用ス
ピーカー側の端子台の（＋）、本体スピーカー(制御側)の端子台
（OUTPUT2－）とスピーカー側の端子台の（－）を接続します。
●矢印の部分をドライバーなどで押して、コードの先端を穴に差し
込んで固定します。

⑦スピーカーコードを接続する

●本体スピーカーおよび専用スピーカーを
設置場所の穴に挿入し、全ての固定用
ツメのネジを軽く締めます。

●固定用ツメが回転し、ツメとフランジで天
井または壁などを挟んだ状態になります。
スピーカーを軽く引っ張ってみて、すべて
の固定用ツメが外側に出ており、天井ま
たは壁などを軽く挟んでいることを確認し
てください。

●すべてのネジを本締めします。
●電動ドライバーを使用するときは、トルク
設定を最小トルクから徐々に大きくし、
ネジが回転し始めたトルク付近でネジを
本締めします。
●許容される最大トルク：1.0N・m

⑧スピーカーを取り付ける

●テンプレートが設置場所に隙間なく貼りついていることを確
認してください。

②テンプレート（外側）を粘着テープで設置場所に貼りつける

●製品の外径：φ165㎜（室内側から見た時の外径）
●取り付け穴の開口：φ150㎜

③テンプレートの内周に沿って設置場所に印をつける

●適切な工具を使用し、穴を開けるときは十分注意してください。

④印に沿って穴を開ける

●ACコードやスピーカーコードを無理に引っ張ったり、急な角
度で曲げたりしないでください。

⑤開けた穴からACコードとスピーカーコードを引っ張り出す

●入力端子の極性はありません。

⑥本体スピーカーにACコードを接続する

注
意

•端子に接続したあとコードを軽く引いて、コード先端が端子へ確
実に接続されていることを確かめてください。接続が不完全です
と音が途切れたり、雑音の出る原因となります。
•端子からコードの芯線がはみ出して他の芯線と触れないようにし
て下さい。芯線どうしが触れているとアンプに過大な負荷が加
わって動作が停止したり、故障する恐れがあります。
•コードと入力端子の極性（＋、－）を全チャンネルとも正しく接続し
てください。極性（＋、－）を間違って接続すると、正常なステレオ
効果やサラウンド効果が得られなくなります。

•スピーカーコードをAC100V用入力続端子台に接続しないでく
ださい。故障や動作不良の原因となります。

注意 •ネジを強く締めすぎると固定用ツメの破損、フランジのねじれ、天井や壁などの破損の原因となったり、グリルが取り付けにくく
なりますのでご注意ください。

注意

●本製品は、スピーカの内側ふちの磁石によっ
て、グリルを固定する方式です。
●スピーカーにグリルを当て込み、磁石のすい
つく位置へまわしてください。

●グリルをまわすと磁石が外れる位置で取り外
すことが可能です。

⑨グリルを取り付ける

※グリルの取り外し方

※ACコードには推奨電線（VVF φ1.6mmもしくはφ2.0mm）を
　使用してください。

カバー裏のストリップゲージ
をご利用ください。

●矢印の部分をドライバーなどで押して、コードの先端を穴に
差し込んで固定します。
●ACコードをスピーカーコード入力続端子台に接続しないで
ください。故障や動作不良の原因となります。

●コードを接続したら、カバーを再度取り付けます。

●本体スピーカーはLchとなっております。OUTPUT2はRch、
　OUTPUT3はLch、OUTPUT4はRchとなっております。
●接続位置はカバー裏側の表示を参考にしてください。
●コードを接続したら、カバーを再度取り付けます。

本体スピーカー(制御側)端子台

スピーカー
Lch

スピーカー
Rch

壁からの最低距離
を50cm以上確保。

スピーカーの設置間隔の推奨
距離は、1.5m以上

オーディオ指向特性
約90度

天　井

室　内

壁

12mm

2.
4m

専用スピーカー側本体スピーカー側

固定用ツメ

天井
または壁

フランジ

テンプレート

カバー
左右に回して磁石が止まる位置をさがす。

左右に回して磁石が外れる位置をさがす。 外れて自然に落ちるので、手でしっかり受ける。

•グリルの落下にご注意ください。

※推奨電線（VFF（SP）0.5sq）を
　使用してください。

本体スピーカー(制御側) ： 8mm
専用スピーカー側 ： 11mm

剥きシロ

トランスミッターの設置方法

1.光デジタルケーブルまたはRCA音声ケーブルで
トランスミッターとテレビをつなぐ

光デジタル AV

電源

USBケーブル
(付属品 )

電源アダプタ

注意

2.トランスミッターにUSBケーブルを接続し
 電源コンセントに接続する

3.トランスミッターの電源を入れる。

電源アダプタは付属しておりません
別途ご用意ください

光デジタル AV

電源

注意

・光デジタルケーブル、RCA音声ケーブルは付属しておりません。
　別途ご用意ください。
・ケーブルは確実に接続してください。

光デジタル AV

電源

光デジタル
音声出力 音声出力

左 - 音声 - 右テレビ

光デジタル AV

電源

音声出力

光デジタルケーブル

RCA音声ケーブル

専用スピーカー端子台

Rch R/LchRchLch


